
自ら学び、考え、行動する   

若浜の子ども 
酒田や若浜のよさを探し、伝えられる子どもに‼ 

今年は、３年ぶりに酒田まつりが開催され、たくさんの賑わいといっしょに、盛り上がり

を見せました。４００年の歴史を持つ港町酒田の文化を、たくさん感じることができたので

はないでしょうか。 

中心街に近い若浜小でも、３年生の子どもたちを中心に、「酒田祭への願いを込めたちょ

うちん作り」プロジェクトに参加しました。初めに、祭りが続いてきた経緯をお聞きし、ど

れだけの強い思いや歴史があったのかを知ることができました。その学習をもとに、自分た

ちが祭りをつないでいこうとする気持ちや酒田を発展させるためのアイディアを出す意欲

を高め、その気持ちを「ちょうちん」に表しました。 

 

 

 

 

 

酒田や若浜地区のいいところ・自慢できることを見つけ出すことは、最後には、自分の誇

りとなって戻ってくるでしょう。自分の生まれ育った場所を好きになり、他の人にアピール

できることは、酒田の未来や自分の将来を創ることにつながります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 6月１７日 第 3号 

「元の賑わいが戻りますように」と願

いながら、ちょうちんの絵付けを行い

ました。【３年生】 

＜３年生の考えた酒田の未来への思い＞ 

・「みんなが仲良く幸せに暮らせますように」と願ってかきました（田村 寧音） 

・祭りを成功させて、病気や災害がなくなるといいな（吉野さくら） 

・大火のような災害が起こらないように、そして鳥海山をアピールする気持ちでかきました（信夫咲希） 

・410年前から行われてきた酒田祭りに、また 20万人ちかく来てほしいと思います。（渡部 恭哉） 

「新井田川を大切にしよう」と願い

ながら、河川岸に花を植えていきま

した。【４年生】 

 

「２年生若浜地区探検」 

町のよいところをたくさん見つけまし

た。【２年生】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な教育活動予定（６月後半～７月） 

期日 曜日 教育活動・ことがら 期日 曜日 教育活動・ことがら 

６月２０日 月 幼保小連絡会 ７月 ７日 木 避難訓練③（一斉下校練習） 

６月２１日 火 避難所開設委員会（学校・地域） ７月２０日 水 通知表配付１日目 

６月２３日 木 ５年自然体験学習１日目 ７月２１日 木 通知表配付２日目 

６月２４日 金 ５年自然体験学習２日目 ７月２２日 金 通知表配付３日目 

７月 １日 金 安全の日 クラブ④ ７月２７日 水 １学期終業式 

７月 ６日 水 いのちの日 ８月２２日 月 ２学期始業式 

 
◇学校全体や地域に関わる活動のみ、掲載しています。 

 

夏季におけるコロナ感染予防マスクの着用について、 

対応が変更・追加になります。 

◇暑さの強まる夏季のマスク着脱について、熱中症予防も重ねていきたいと思います。 

全国的な熱中症予防方針から連動していくものです。息苦しさを感じる時など、場面限定で

はずすことも可能となります。 

 

①登下校時 

気温、湿度が高く、息苦しさを感じるときは、屋外であることも考慮し、マスクをはずして

もよいこととします。 

②屋外や体育館での遊びや運動時（体育の時間など） 

広い空間であることを考慮し、熱中症予防を優先します。 

③冷房機器のない環境で、密にならないと判断され、指導者からの指示があった場合 

 

※着用しなくてもいいという状況の中でも、自己判断で着用することはかまわないことと 

します。熱中症リスクが高い時には、指導者から「全員がはずすこと」を指示します。 

 

子どもたちの 

「自分から」 

学校では今年度、「自分から考える・やり始める」ことを大切

にしてきていますが、とてもうれしいできごとがありました。 

近くの郵便局から電話が入り、落ちていたお金を拾って届け

てくれた子たちがいたということ。聞いてみると２年生の女の

子３名のようでした。 

「落として困っている人がいるかも」と真剣に考え、すぐに届

けようと考えたことの「優しさ」と「行動力」…すばらしいで

すね。 


